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全日私幼連加盟園の被災状況と全日私幼連の対応状況について 

 

東北地方太平洋沖地震が発生してから既に半月以上を経過しましたが、被災地の被害状況

は想像を絶するものがあり、さらに原子力発電所事故が重なって今なお連絡がつかない幼稚

園がある状況です。また設置者や園長が避難されているため、連絡はとれても園児や教職員、

幼稚園舎等の被災状況の把握が困難なところも少なくありません。 

このように、なお被災下にある園がある一方、既に復旧・復興に向けた動きも始まってい

ます。全日私幼連では、被災した地域の都道県幼稚園団体と連携をとりながら連日被災状況

の取りまとめを行ない関係先に情報提供するとともに（別紙１）、私立幼稚園、園児、保護

者に対する緊急支援や今後の復旧・復興にむけた課題を、園児･保護者向け、教職員向け、

幼稚園向けに集約し、これに基づき関係省庁や国会議員等との折衝に当たっております（別

紙２）。 

なお形式を「要望」とせず「考えられる課題」としてあるのは、災害がなお進行中であり

被災地域において要望事項をまとめる段階に至っていないこと、また折衝先からは「できる

だけ現地の生の声を伝えてもらいたい。」との要請があったことによるものであります。 

この「課題」はあくまでも現時点のものであり、今後被災状況が判明し、復旧･復興の動

きが始まるとともに、解決済みとなる項目が出る一方で新たに付け加えるべき課題も浮上し

てくるものと思われます。被災地の団体に限らず、お気づきの点がありましたらご連絡くだ

さい。 
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